


















































































理結果はpT2a,b ２８例、pT2c ９１例、pT3a ４８例、pT3b　１３例、pT4 　１例であっ
た。切除断端陽性率は１８．８％（pT2では９．２％、pT3aでは３７．１％）であった。











































2016年4月 か ら2017年4月 ま で に 施 行 し たRAPN:20例,平 均 年 齢 は58.8歳(38~80
歳),BMI中 央 値:24.1(19.2~30.7),男 女 比14：6,患 側:右9例/左11例,腫 瘍 サ イ ズ 中 央
値:25mm(11~51mm),アプローチは経腹膜16例/経後腹膜4例,平均R.E.N.A.Lスコア
は7.2点(5~9点)であった.また,RAPN:18例と同一術者で行った腹腔鏡下腎部分切除
(LPN):15例との比較も行った.両群間では年齢,BMI,腫瘍径等に差はなかったが,平均
R.E.N.A.LスコアはRAPN群:7.22点vsLPN群:4.73点(p＜0.0001)とRAPN群で高かっ
た.【結果】手術時間(中央値):264分(202~503分),コンソール時間(中央値):195分(152~348
分),温阻血時間(中央値):19分(13~35分),出血量(中央値):30ml(10~370ml)であった.開
腹移行例や輸血例はなく,手術翌日から離床・経口摂取を開始し,術後平均入院期間
は6.0日(4~11日),術後1か月のeGFR低下率は7.1%(0~25.6%),術後切除断端はすべて陰
性,Trifecta(温阻血時間25分以内,G3以上の合併症なし,断端陰性)達成割合は90.0%で
あった.また,RAPN群とLPN群との比較では,平均手術時間:269分vs256分(p=0.4815),
平均阻血時間:19分vs30分(p＜0.0001),平均出血量:76mlvs86ml(p=0.8349),術後平均入院
期間:6.0日vs6.2日(p=0.1917)であった.【結論】当院初期経験ではRPNは,LPNと比較
してR.E.N.A.Lスコアが高いにも関わらず阻血時間の短縮がみられ,RAPNは腎機能の
観点からも低侵襲な術式であることが示唆された.
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１．目的乳房全摘出術患者の術前・術直後・術後の関心を文献検討により明らかにする。
２．方法２０１６年５月～１０月に医学中央雑誌ＷＥＢ版を用い、乳がん、手術、乳
房切除術、心理、ボディイメージで検索した。３．結果及び考察文献検索にて１０件
の文献を得て、患者の発言３２７を術前１５８、術直後３２、術後１３７に分類、術
前２０、術直後６、術後１３のサブカテゴリを形成、術前１０、術直後３、術後１０
のカテゴリを形成した。術前は、＜がんと告知を受けたショック＞＜家族に対しての
思い＞＜高い治療費を払って治療をするのはもったいない＞等のカテゴリで構成され
た。術後は、＜再発に対する思い＞＜家族が気を遣ってくれてうれしい＞＜治療費が
不安〉等のカテゴリで構成された。術前、術後はがんという疾患そのもの、家族に対
しての思い、治療費に対するカテゴリの共通点が見られた。術直後は＜傷跡が想像以
上で驚いた＞＜創部・術後の身体的変化を感じる＞＜再建手術を受けたい＞等のカテ
ゴリで構成された。これは、手術侵襲を身体的に実感することで、術前に感じていた
不安や家族、経済的問題から関心が離れ、疼痛やしびれ、創部そのものに意識が向い
ていると考える。術後は手術による侵襲に身体が慣れ、日常生活へ戻ることを意識す
ると、術前に感じていた疾病、治療に対する不安、経済的な問題、家族へ意識が再び
向き始めるのではないかと考える。４．結論術前から術直後にかけての関心は関連性
があまりなく、術直後は創部の痛みや治癒過程に対する関心が集中していた。術前と
術後は関連性があり、がんという疾患そのものに対する不安や、生活上の不安など全
人的なことに関心が集中していた。
